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平
成
22
年
度

　
　
　

一
般
会
計
決
算
を
認
定

　

 

春
日
部
市
の
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か
ら
守
る
た
め
の
請
願
を
採
択

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
主
な
内
容

　

予
算
現
額
６
７
１
億
６
１
１
７

万
円
に
対
し
て
、
歳
入
決
算
額
は

６
４
０
億
８
６
１
２
万
円
、
歳
出

決
算
額
は
６
１
９
億
９
８
５
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
差
引

残
額
20
億
８
７
６
２
万
円
は
、
翌

年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

○
歳
入
の
主
な
も
の

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
２

７
３
億
４
９
７
９
万
円
で
全
体
の

42
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
法
人
市
民
税
や
固
定
資

産
税
が
増
加
し
た
も
の
の
、
景
気

低
迷
の
影
響
等
か
ら
個
人
市
民
税

が
減
収
と
な
る
な
ど
、
市
税
全
体

で
は
前
年
度
比
４
億
６
４
６
１
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
次
に
、

国
庫
支
出
金
は
95
億
５
０
９
８
万

円
（
14
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
前

年
度
比
13
億
６
４
２
４
万
円
の
減

少
、
地
方
交
付
税
は
79
億
４
８
９

万
円
（
12
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
）
で

前
年
度
比
15
億
４
３
８
３
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

債
は
70
億
５
７
９
９
万
円
（
11
・

０
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
り
、
前
年

度
比
８
億
２
２
４
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

○
歳
出
の
主
な
も
の

　

歳
出
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い

も
の
は
、
民
生
費
が
２
３
７
億
７

７
９
６
万
円
で
全
体
の
38
・
４
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
児
童
福
祉
費
、

生
活
保
護
費
な
ど
が
主
な
も
の
で

す
。
次
い
で
、
総
務
費
が
１
１
２

億
６
８
５
４
万
円
（
18
・
２
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
公
債
費
が
66
億
２
８

５
９
万
円
（
10
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
）、

土
木
費
が
63
億
９
４
３
４
万
円

（
10
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
教
育

費
が
52
億
７
７
９
９
万
円
（
８
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
衛
生
費
が
52

億
１
２
７
６
万
円
（
８
・
４
パ
ー

セ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
で
認
定
】

　

平
成
22
年
度
は
、
財
政
難
を
理

由
に
広
範
囲
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

削
減
や
負
担
増
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

財
政
難
で
仕
方
な
い
と
考
え
た
市

民
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政

対
策
債
の
合
計
は
１
２
４
億
円
と

合
併
以
降
最
も
多
い
額
と
な
り
、

そ
の
多
く
を
基
金
に
積
み
立
て
基

金
残
高
は
71
億
円
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
起
債
残
高
や
借
金
額
も
交

付
税
措
置
さ
れ
る
も
の
が
大
半
で
、

実
質
的
借
金
は
平
成
20
年
度
か
ら

の
４
年
間
で
74
億
円
も
減
ら
し
て

い
ま
す
。
も
っ
と
市
民
の
安
全
、

健
康
、
福
祉
の
向
上
に
も
財
源
を

投
入
し
、
市
民
要
望
を
実
現
す
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
遅

れ
は
深
刻
度
を
増
し
て
お
り
、
中

平
成
22
年
度
一
般

会
計
決
算
を
認
定

討　

論

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

市
民
要
望
の
実
現
を

求
め
反
対（
日
本
共
産
党
）

学
卒
業
ま
で
拡
充
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
や
授
産
セ
ン
タ

ー
は
定
員
が
足
り
ま
せ
ん
。
増
設

し
受
け
入
れ
増
を
図
る
べ
き
で
す
。

　

学
校
の
耐
震
化
も
遅
れ
て
い
ま

す
。
児
童
・
生
徒
な
ど
の
安
全
や

避
難
場
所
と
し
て
の
安
全
に
万
全

を
期
す
べ
き
で
す
。

　

道
路
の
維
持
補
修
も
足
り
ま
せ

ん
。
要
望
箇
所
を
積
み
残
さ
ず
、

改
良
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
で
す
。

　

鉄
道
高
架
事
業
は
、
都
市
計
画

決
定
も
さ
れ
ず
、
事
業
費
の
負
担

割
合
も
明
示
さ
れ
ま
せ
ん
。
事
業

の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
や
商
工
費
は
減

少
の
一
途
で
す
。
農
政
の
確
立
と

商
工
業
者
を
元
気
に
す
る
施
策
を

取
り
入
れ
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、

大
規
模
商
業
施
設
の
計
画
が
明
ら

か
に
な
り
、
商
業
者
や
商
店
街
の

打
撃
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

商
工
業
の
活
性
化
を
求
め
ま
す
。

　

以
上
を
指
摘
し
反
対
し
ま
す
。

必
要
な
事
業
を
優
先
し

効
果
的
な
財
政
運
営
に

努
め
て
お
り
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
景
気
後
退

の
影
響
か
ら
個
人
所
得
の
減
少
等

が
あ
り
、
市
税
が
減
収
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
収

納
対
策
や
自
主
財
源
の
確
保
に
取

り
組
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

市
債
で
は
、
後
年
度
の
財
政
負

担
を
考
慮
し
て
、
合
併
特
例
債
や

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
を
活
用
し

た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。
市
債
は
、

事
業
推
進
の
重
要
な
財
源
で
す
が
、

公
債
費
の
伸
び
は
、
今
後
の
財
政

運
営
に
影
響
す
る
た
め
、
計
画
的

か
つ
慎
重
に
借
り
入
れ
る
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の

庄
和
総
合
支
所
庁
舎
有
効
活
用
施

設
整
備
事
業
で
、
総
合
支
所
、
図

書
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
を
複
合
し

た
整
備
が
完
了
し
、
庄
和
地
域
の

学
習
活
動
や
子
育
て
支
援
の
拠
点

の
環
境
整
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
地
域
振
興
ふ
れ

あ
い
拠
点
施
設
の
整
備
、
藤
塚
米

島
線
等
の
幹
線
道
路
や
南
桜
井
駅

周
辺
の
整
備
が
推
進
さ
れ
、
産
業

振
興
や
地
域
住
民
の
活
動
・
交
流

が
促
進
で
き
、
地
域
の
活
性
化
や

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
し

ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
老
朽
化
し
た
東

中
学
校
の
改
築
や
小
中
学
校
の
耐

震
化
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
安
心

・
安
全
が
確
保
さ
れ
、
今
後
の
施

設
整
備
に
も
期
待
を
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
東
日
本
大
震
災
に
対

し
、
緊
急
災
害
対
策
事
業
な
ど
、

生
命
・
財
産
を
守
る
適
切
な
措
置

が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

景
気
回
復
が
足
踏
み
状
態
で
、
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厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
す
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
の
た

め
、
財
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る

こ
と
を
要
望
し
賛
成
し
ま
す
。

ホ
テ
ル
春
日
部
エ
ミ
ナ
ー
ス
に

対
す
る
奨
励
措
置
に
関
す
る

条
例
の
制
定
を
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
ホ
テ
ル
春
日
部

エ
ミ
ナ
ー
ス
に
対
し
て
奨
励
措
置

を
講
じ
、
施
設
の
安
定
的
な
運
営

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

　

奨
励
措
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
施
設
機
能
の
維
持
や
地
域

に
貢
献
す
る
事
業
の
実
施
な
ど
を

条
件
と
し
て
、
ホ
テ
ル
春
日
部
エ

ミ
ナ
ー
ス
に
か
か
る
固
定
資
産
税

に
相
当
す
る
額
に
、
平
成
23
年
度

は
10
分
の
10
、
平
成
24
年
度
は
10

分
の
９
、
平
成
25
年
度
は
10
分
の

８
を
乗
じ
て
得
た
額
を
奨
励
金
と

し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

討　

論

赤
字
経
営
を
続
け
る
ホ
テ
ル

春
日
部
エ
ミ
ナ
ー
ス
を
支
援
す
る

こ
と
に
反
対
（
緑
新
ク
ラ
ブ
）

　

市
は
エ
ミ
ナ
ー
ス
を
支
援
す
る

と
い
う
こ
と
を
、
売
却
前
に
議
会

に
諮
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過

一　般　会　計
歳　入 歳　出

市 税 273億4,979万円 民 生 費 237億7,796万円

国庫支出費 95億5,098万円 総 務 費 112億6,854万円

地方交付税 79億   489万円 公 債 費 66億2,859万円

市 債 70億5,799万円 土 木 費 63億9,434万円

県 支 出 費 36億7,444万円 教 育 費 52億7,799万円
地方消費税
交 付 金 17億7,898万円 衛 生 費 52億1,276万円

繰 越 金 17億7,009万円 消 防 費 20億   368万円

そ の 他 49億9,896万円 そ の 他 14億3,464万円

計 640億8,612万円 計 619億9,850万円

特　別　会　計
区  分 歳　入 歳　出

国民健康保険 267億5,973万円 257億2,430万円

介 護 保 険 108億5,965万円 103億8,718万円

下水道事業 64億6,196万円 63億2,554万円

後期高齢者医療 16億9,049万円 16億4,455万円

土 地 取 得 8億3,302万円 8億3,302万円
西 金 野 井 第 二
土地区画整理事業 2億9,465万円 2億6,428万円

看護専門学校 1億5,231万円 1億4,857万円

老 人 保 健 3,548万円 3,548万円

計 470億8,729万円 453億6,292万円

企　業　会　計
区  分 病院事業 水道事業

収益的収入 67億3,121万円 43億3,047万円

収益的支出 64億7,602万円 40億4,612万円

資本的収入 3億4,218万円 11億4,156万円

資本的支出 5億6,918万円 20億2,540万円

平成22年度　会計別決算

歳 入 総 額　1,237億1,883万円 歳 出 総 額　1,204億7,814万円

市　税

市　債

国庫支出金

地方交付税

県支出金
地方消費税交付金

その他

一般会計
51.8％

繰越金

特別会計
38.1％

企業会計
10.1％

水道事業
（4.4%）

病院事業
（5.7%）老人保健

（0.1%）

看護専門学校
（0.1%）

西金野井第二
土地区画整理事業

（0.2%）
土地取得
（0.7%）

後期高齢者医療
（1.4%）

下水道事業
（5.2%）

介護保健
（8.8%）

国民健康保険
（21.6%）

民生費

土木費

総務費

公債費

教育費
衛生費

その他
消防費

国民健康保険
（21.4%）

介護保健
（8.6%）

水道事業
（5.0%）

病院事業
（5.8%）老人保健

（0.1%）

看護専門学校
（0.1%）

西金野井第二
土地区画整理事業

（0.2%）
土地取得
（0.7%）

後期高齢者医療
（1.4%）

下水道事業
（5.2%）

一般会計
51.5％特別会計

37.7％

企業会計
10.8％
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 ９ 月 定 例 会 　 審 議 結 果
（○：賛成　╳：反対）

議案番号 　　議　　案　　名　　　  （　）は付託委員会名 審議結果

新

政

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

緑
新
ク
ラ
ブ

春

和

会

社
会
民
主
党

議案第 39 号
専決処分の承認を求める［災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部改正］

（厚生福祉）承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 40 号 ホテル春日部エミナースに対する奨励措置に関する条例の制定 （総　　務）原案可決 ○ ○ × × ○ ○

議案第 41 号
総合振興計画審議会条例及び都市計画法に基づく開発許可等の基
準に関する条例の一部改正

（総務・建設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 42 号 税条例等の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 43 号 都市計画税条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 44 号 スポーツ振興審議会条例及び体育指導委員条例の一部改正 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 45 号
埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、
同組合の規約の変更及び財産処分

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 46 号
埼玉県都市競艇組合を組織する地方公共団体の数の減少、同組合
の規約変更及び財産処分

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 47 号 武里内牧線整備（春日部駅西口環境・23-2）工事請負契約の締結（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 48 号 武里内牧線整備（春日部駅西口環境・23-3）工事請負契約の締結（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　
　
　
　

願

春

日

部

市

の

子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か
ら

守

る

た

め

の

請

願

○
請
願
要
旨

　

全
て
の
幼
保
施
設
・
学
校
等
及

び
公
園
・
公
共
施
設
等
の
放
射
線

量
の
計
測
を
継
続
的
に
実
施
し
、

市
民
が
不
安
に
思
う
地
点
及
び
条

件
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
箇
所
を

測
定
し
、
速
や
か
に
公
表
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
放
射
線

量
の
高
い
地
域
で
の
土
壌
検
査
の

実
施
と
計
測
デ
ー
タ
の
公
表
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

被
ば
く
量
を
抑
え
る
た
め
、
年

間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る

恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

線
量
を
低
減
す
る
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

幼
保
施
設
・
学
校
等
の
給
食
か

ら
の
内
部
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
、

食
材
の
産
地
等
の
公
開
、
放
射
性

物
質
の
含
有
量
の
調
査
、
そ
の
結

果
に
基
づ
く
低
減
努
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

放
射
能
か
ら
の
被
害
を
避
け
る

た
め
の
幼
保
施
設
・
学
校
等
で
の

生
活
、
活
動
に
お
け
る
注
意
の
呼

び
掛
け
を
行
い
、
放
射
線
災
害
に

も
対
応
で
き
る
防
災
対
策
を
つ
く

り
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

○
請
願
者
代
表

　

放
射
能
か
ら
子
ど
も
の
未
来
を

守
ろ
う

　

５
年
後
10
年
後
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
会
・
春
日
部

     　
　
　

   

代
表  

山
本　

智
子

　
　
　
　
　
【
全
員
一
致
で
採
択
】

去
か
ら
経
営
成
績
が
悪
い
状
態
で

あ
る
の
に
支
援
し
、
そ
の
後
に
施

設
を
閉
鎖
さ
れ
れ
ば
市
民
の
信
用

を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
判
断
材
料
と
し
て
の
経
営
資
料

も
提
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
の
存
続
要
求

は
、
近
隣
自
治
体
が
東
部
中
央
都

市
連
絡
協
議
会
と
し
て
、
年
金
・

健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
あ

て
申
し
出
て
い
ま
す
。
今
回
、
近

隣
自
治
体
に
負
担
を
求
め
る
こ
と

な
く
、
な
ぜ
本
市
だ
け
が
支
援
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　

以
上
を
指
摘
し
反
対
し
ま
す
。

地
域
の
交
流
や
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る

ホ
テ
ル
春
日
部
エ
ミ
ナ
ー
ス
へ
の

奨
励
に
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

ホ
テ
ル
春
日
部
エ
ミ
ナ
ー
ス
は
、

長
年
に
わ
た
り
市
民
の
福
祉
向
上

な
ど
に
寄
与
し
た
施
設
で
す
。
総

合
保
養
所
的
な
機
能
を
持
つ
施
設

が
市
内
に
他
に
な
い
こ
と
や
、
バ

ス
路
線
の
存
続
に
も
影
響
が
出
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
総
合
的

な
観
点
か
ら
重
要
性
を
考
慮
し
こ

の
施
設
を
残
す
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
て
お
り
、
施
設
機
能
の
維
持

存
続
を
前
提
に
し
て
企
業
誘
致
条

例
に
準
じ
た
支
援
策
を
決
め
た
と

い
う
、
市
の
判
断
は
妥
当
で
あ
る

と
理
解
で
き
ま
す
。

　

地
域
と
の
交
流
や
地
元
雇
用
に

努
め
、
今
後
も
長
年
に
わ
た
り
運

営
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛

成
し
ま
す
。

市
民
負
担
増
加
の
中
で

市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

条
例
に
反
対
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
の
条
例
は
個
人
所
有
の
施
設

に
奨
励
措
置
を
す
る
も
の
で
、
支

給
額
は
市
の
持
ち
出
し
で
す
。
財

政
に
直
結
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

事
前
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

適
切
な
時
期
に
説
明
が
あ
る
べ
き

で
す
。
地
元
住
民
は
現
在
の
施
設

と
の
つ
な
が
り
に
希
薄
さ
を
訴
え

て
お
り
、
施
設
に
対
す
る
支
援
の

結
果
、
市
民
の
目
に
見
え
る
形
で

の
効
果
を
見
込
む
に
は
努
力
が
必

要
な
こ
と
や
、
今
後
の
存
続
に
担

保
が
な
い
こ
と
は
問
題
で
す
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
切
り
捨
て
ら
れ
負

担
が
増
加
す
る
中
で
苦
し
い
生
活

を
余
議
な
く
さ
れ
て
い
る
市
民
の

理
解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

以
上
を
指
摘
し
反
対
し
ま
す
。
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（○：賛成　╳：反対）

議案番号 　　議　　案　　名　　　  （　）は付託委員会名 審議結果

新

政

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

緑
新
ク
ラ
ブ

春

和

会

社
会
民
主
党

議案第 49 号
財産の取得［春日部消防署救助工作車Ⅲ型・救助用資機材・高度
救助用資機材］

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 50 号 和解及び損害賠償の額を定める （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 51 号 調停事件の和解 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 52 号 平成22年度一般会計決算認定 （各委員会）認　　定 ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 53 号 平成22年度国民健康保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 54 号 平成22年度老人保健特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 55 号 平成22年度後期高齢者医療特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 56 号 平成22年度介護保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 57 号 平成22年度土地取得特別会計決算認定 （総　　務）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 58 号 平成22年度下水道事業特別会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 59 号
平成22年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事業特
別会計決算認定

（建　　設）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 60 号 平成22年度市立看護専門学校特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 61 号 平成22年度水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 62 号 平成22年度病院事業会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 63 号 平成23年度一般会計補正予算（第３号） （各委員会）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 64 号 平成23年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 65 号 平成23年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 66 号 平成23年度介護保険特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 67 号 平成23年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 68 号
平成23年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事業特
別会計補正予算（第１号）

（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 69 号 平成23年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 70 号 平成23年度病院事業会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問
諮問第 ４ 号 地方自治法第244条の4の規定に基づく審査請求に関する諮問 （総　　務）却下に賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
議第６号議案 電力多消費型経済からの転換を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第７号議案 自治体クラウドの推進を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ×

議第８号議案
子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチ
ンの公費助成について全額国費での実施を求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○

議第 9号議案
福島原発事故による放射能汚染から、子どもと国民の健康を守る
対策を求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○

議第10号議案
認可保育所の面積基準緩和を行わず、保育水準の維持・拡充を求
める意見書

（付託省略）否　　決 × × ○ × × ○

議第11号議案 二重債務問題の早期救済対策の実施に関する意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第12号議案 地震における天井の崩落対策強化に関する意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願
請願第４号

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの
公費助成実施を全額国費で実施するよう意見書の提出を求める請願

（厚生福祉）採 択 ○ ○ ○ × ○ ○

請願第７号 住宅リフォーム助成制度の創設を求める請願 （建　　設）不 採 択 × ○ ○ × ○ ×

請願第８号 春日部市の子どもたちを放射能から守るための請願 採 択 ○ ○ ○ ○ ○ ○（総務・厚生福祉・教育環境）


